
創部１００年目の日立製作所野球部
～都市対抗野球大会初制覇に挑む～
　大正６年の創部から今年で100年目
の日立製作所野球部は、日立市代表と
して、第87回都市対抗野球大会※に出
場します。
　35回目という全国屈指の出場回数を
誇りますが、まだその頂点に立ったこ
とはありません。
　市内で少年野球教室を開催するな
ど、地域のスポーツ振興にも貢献して
いる同野球部は、市民の応援を力とし
て、初の全国制覇を目指します。

第2回（6月）定例会 6／2～6／17
　平成28年第２回定例会では、県の医療福祉費支給制度の改正に
伴って所得制限が緩和される小児・妊産婦の医療福祉費を増額する
ほか、市民運動公園各施設の長寿命化計画を策定する業務委託料な
どを計上した一般会計補正予算、追加の安全対策の実施等による大
甕駅南北こ線橋整備工事の委託契約の変更などが提案され、いずれ
も原案のとおり認めました。
日立市議会では、５月14日と21日に市内８会場で「議会報告会」を開催し、
133名の市民の皆さんにご参加いただき、市の予算や議会活性化の取組
について意見交換を行いました。≪７面に関連記事を掲載≫
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日立市議会だより
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７月６日に日立シビックセンターで行われた壮行会（小川市長から市旗を受け取る岡崎主将）

※７月15日から26日まで
　　　　　　　東京ドームで開催



　
議
案
５
件
（
補
正
予
算
１
件
、

そ
の
他
４
件
）
を
審
査
し
、
い
ず

れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

◇
審
査
し
た
主
な
議
案

▼
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
《
市
民
運
動
公
園
野
球
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・

陸
上
競
技
場
の
長
寿
命
化
計

画
策
定
の
財
源
と
な
る
国
庫

補
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、
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の
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療
福

祉
費
支
給
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度
に
お
い
て
妊
産
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と
小
児
に
係
る
所
得
制
限
が

▼
日
立
市
消
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団
員
等
公
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災
害

補
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例
の
一
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を
改
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す
る
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例
の
制
定
の
専
決
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分
《
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病
補
償
年
金
及
び
休
業
補
償
調

整
率
の
引
上
げ
》

▼
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立
市
市
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条
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等
の
一
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を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
の
専
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《
法
人
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民
税
法
人
税
割

の
引
下
げ
や
軽
自
動
車
の
燃
費
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能
に
応
じ
た
税
率「
環
境
性

能
割
」の
導
入
な
ど
》

▼
日
立
市
復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

理
運
営
に
係
る
市
の
考
え
方
を

明
確
に
示
し
、
日
立
市
体
育
協

会
と
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ

れ
の
実
績
や
特
徴
が
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。
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成
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３
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31
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で
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、
日
立
市
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育
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と

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
の
共
同
企
業
体
を
指
定
》

【
要
望
】

○
共
同
企
業
体
に
よ
る
管
理
運
営

の
開
始
に
当
た
り
、
施
設
の
管

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献

広
報
事
業
を
活
用
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
備
品
整
備
に
対

す
る
補
助
、
市
内
小
売
業
者
か

ら
寄
附
さ
れ
た
レ
ジ
袋
販
売
収

益
の
環
境
教
育
基
金
へ
の
積
立

て
な
ど
》

▼
大
甕
駅
南
北
こ
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橋
整
備
工
事

の
委
託
契
約
の
変
更
《
追
加
の

安
全
対
策
の
実
施
等
に
伴
う
契

約
金
額
及
び
完
成
期
限
の
変
更
》

▼
市
道
路
線
の
認
定
《
開
発
行
為

に
伴
う
東
大
沼
町
２
丁
目
地
内

の
１
路
線
の
認
定
》

▼
市
道
路
線
の
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止
《
公
用
廃
止

に
伴
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十
王
町
高
原
地
内
ほ
か

６
路
線
の
廃
止
》

総
務
産
業
委
員
会

委
員
会
審
査
の
結
果

【平成28年6月2日提出】

議案第41号　平成28年度日立市一般会計補正予算（第１号）

議案第42号　日立市医療福祉費支給に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第43号　日立市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について

議案第44号　大甕駅南北こ線橋整備工事の委託契約の変更に
ついて

議案第45号　市民運動公園の指定管理者の指定について

議案第46号　市道路線の認定について

議案第47号　市道路線の廃止について

議案第48号　市道路線の廃止及び認定について

議案第49号　専決処分について（平成27年度日立市一般会計
補正予算（第６号））

議案第50号　専決処分について（日立市消防団員等公務災害
補償条例の一部を改正する条例の制定について）

議案第51号　専決処分について（日立市市税条例等の一部を
改正する条例の制定について）

議案第52号　専決処分について（日立市復興産業集積区域に
おける固定資産税の課税免除に関する条例の一
部を改正する条例の制定について）

報告第 6 号　平成27年度日立市継続費繰越しについて

報告第 7 号　平成27年度日立市繰越明許費繰越しについて

報告第 8 号　平成27年度日立市水道事業会計及び下水道事
業会計予算繰越しについて

報告第 9 号　専決処分について（損害賠償の額を定めること
について）

報告第10号　専決処分について（損害賠償の額を定めること
について）

報告第11号　専決処分について（損害賠償の額を定めること
について）

報告第12号　日立市土地開発公社に係る平成28年度の経営
状況に関する説明書提出について

【平成28年6月6日提出】

議案第53号　日立市教育委員会委員任命の同意を求めること
について

議案第54号　日立市固定資産評価審査委員会委員選任の同意
を求めることについて

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
で
、
議
案
な
ど
を
よ
り
慎

重
に
専
門
的
、
能
率
的
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

提出された議案等の一覧

定例会定例会
第2回第2回

6/2～6/17
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新たな体制での管理が始まる市民運動公園（東成沢町）

開発行為に伴って認定する路線（東大沼町）

教
育
福
祉
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

 　市民の皆さんの要望や意見を市政に反映させる方
法として、「請願」や「陳情」があります。（議員の紹
介のあるものを請願、ないものを陳情といいます。）
　請願や陳情は、委員会での審査の後、本会議で採否
を決定します。（郵送で提出された陳情は議員への参
考配布とし、本会議での採否の決定は行いません。）
　採択となったものは市長などへ送付し、処理の経過
及び結果の報告を求めます。
　また、内容によっては、地方自治法第99条に基づ
く市議会の「意見書」として決議し、国会や関係行政
機関へ提出します。

請願と陳情

 請願書（紹介議員あり）・陳情書（紹介議員なし）

議長へ提出（請願書・陳情書） 議長へ提出（陳情書）

[ 持参 ] [ 郵送 ]

委員会で審査 全議員へ参考配布

本会議で採決

不採択採　択

市長などへ送付 議会が「意見書」を決議し、国などへ提出

継続審査
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能の演目「橋弁慶」（撮影：吉越研）

整備が進む大甕駅南こ線橋（久慈町）

池の川さくらアリーナの内観（東成沢町）

議案質疑議案質疑
　
議
員　
追
加
の
安
全
対
策
の
実

施
、
建
設
資
材
価
格
及
び
労
務
単

価
の
上
昇
に
よ
る
契
約
変
更
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
と
金
額
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
追
加
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全

対
策
基
準
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
こ
線
橋
の
桁
架
設
中
に
お

け
る
桁
の
落
下
防
止
対
策
工
事
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
建
設

資
材
価
格
及
び
労
務
単
価
の
上
昇

に
つ
い
て
は
、
震
災
復
興
に
よ
る

公
共
事
業
の
増
加
や
作
業
員
不
足

な
ど
に
よ
り
、
資
機
材
単
価
や
橋

梁
工
事
に
関
す
る
労
務
単
価
が
上

昇
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
線
橋
の
施
工
ヤ
ー
ド
整
備
に
お

い
て
、
列
車
運
行
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
工
事
が
追
加
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
合
計
で
約
２

億
３
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
議
員　
こ
の
制
度
の
目
的
と
５

年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
理
由

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
課
税
免
除
制

度
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

区
域
法
の
復
興
特
区
制
度
に
基
づ

き
、
産
業
の
集
積
な
ど
に
よ
る
雇

用
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た
茨

城
県
復
興
推
進
計
画
に
よ
り
、
新

た
な
設
備
投
資
な
ど
を
行
う
事
業

者
に
対
し
、
国
及
び
県
の
税
制
上

の
特
例
措
置
と
あ
わ
せ
て
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
措
置
を
講
ず
る

も
の
で
あ
る
。
国
の
税
制
上
の
特

例
措
置
が
平
成
32
年
度
末
ま
で
５

年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
あ
わ

せ
、
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
議
員　
日
立
市
体
育
協
会
と
ミ

ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
の
共
同
企
業
体
を
市
民
運
動
公

園
の
指
定
管
理
者
に
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ビ
ス
の
運
営
実
績
、
共
同
企

業
体
と
し
て
の
両
者
の
業
務
分
担

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運

営
専
門
会
社
と
し
て
、
36
施
設
の

施
設
管
理
や
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
運

営
な
ど
の
実
績
が
あ
る
。
２
者
の

業
務
分
担
は
明
確
に
決
め
て
い
な

い
が
、
日
立
市
体
育
協
会
の
地
域

に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
実

績
と
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ

ス
の
施
設
管
理
や
ソ
フ
ト
事
業
の

開
催
な
ど
の
豊
富
な
実
績
を
い
か

し
た
管
理
運
営
を
期
待
し
て
い

る
。

　
議
員　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
の
地
域
芸
術
環
境
づ
く
り

助
成
事
業
と
し
て
、
第
21
回
初
秋

ひ
た
ち
能
と
狂
言
が
採
択
さ
れ
た

が
、
助
成
限
度
額
が
５
０
０
万
円

で
あ
る
と
こ
ろ
、
１
３
０
万
円
の

助
成
と
な
っ
た
理
由
と
内
容
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
生
活
環
境
部
長　
こ
の
助
成
事

業
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
文
化
芸
術
の
企
画
制

作
能
力
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、

演
劇
や
古
典
芸
能
な
ど
の
ソ
フ
ト

事
業
に
対
し
、
市
町
村
が
窓
口
と

な
り
助
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
助
成
額
は
、
事
業
費
か
ら
入
場

料
等
収
入
を
差
し
引
い
た
額
の
３

分
の
２
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

基
づ
き
算
出
し
た
額
は
１
３
０
万

円
と
な
る
。
助
成
金
は
、
能
楽
演

者
の
出
演
料
の
ほ
か
、
舞
台
設
営

費
、
宣
伝
費
な
ど
の
一
部
に
充
て

ら
れ
る
。

　議案質疑とは、提案された議案等（２面に掲載）に対して、

詳しく知りたい点などを執行部に聞くことです。

　６月定例会では、４人の議員が６月８日に議案質疑を行い

ました。その質問と答弁を要約して、一部を掲載いたします。

大
甕
駅
南
北
こ
線
橋
整
備

工
事
の
委
託
契
約
の
変
更

日
立
市
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
制
度

市
民
運
動
公
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定

文
化
事
業
費

4
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す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
精
神
的
に

疲
弊
す
る
方
が
多
く
出
る
な
ど
、

妊
産
婦
に
対
す
る
ケ
ア
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。
本
年
4
月
に
起

こ
っ
た
熊
本
地
震
で
も
同
じ
問
題

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
妊
産
婦
に

配
慮
し
た
福
祉
避
難
所
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
設
置
に

つ
い
て
、
市
内
の
看
護
専
門
学
校

な
ど
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
検

討
を
進
め
、
避
難
所
の
運
営
体
制

を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
本
市
で
は
駅
ご
と
に
市

街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の

特
性
を
い
か
し
た
多
極
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
が
、そ
の
中
核
と
な
る
日
立

駅
前
地
区
の
特
色
あ
る
拠
点
形
成

化
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
今
年
度
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
を
行
う
中
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の

公
共
交
通
に
よ
る
地
域
間
連
携
を

進
め
、
都
市
機
能
を
高
め
て
い
く

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め
、
更
な

る
集
約
型
市
街
地
の
形
成
を
図
っ

て
い
く
。
日
立
駅
前
地
区
に
つ
い

　
議
員　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
が
、
産

前
産
後
の
女
性
や
新
生
児
を
受
け

入
れ
る
福
祉
避
難
所
を
医
師
会
な

ど
と
の
協
定
で
開
設
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、
妊
産
婦
や
新
生
児

の
命
を
災
害
か
ら
守
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
妊
産
婦
に
配
慮
し
た

福
祉
避
難
所
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
は
、
十
分
な
生
活
環
境
が

必
要
と
な
る
妊
産
婦
が
、
感
染
症

に
対
す
る
不
安
や
乳
幼
児
の
泣
き

声
が
他
の
避
難
者
の
迷
惑
に
な
る

な
ど
の
理
由
か
ら
避
難
所
で
過
ご

て
は
、
眼
下
に
広
が
る
海
の
大
パ

ノ
ラ
マ
を
い
か
し
た
拠
点
形
成
に

資
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
議
員　
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
は
、
ご
み
散
乱
対
策
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
価
格
が
高

い
こ
と
か
ら
普
及
が
進
ん
で
い
な

い
。
負
担
軽
減
策
と
し
て
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
で
き
な
い
か
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

　
生
活
環
境
部
長　
市
内
の
燃
え

る
ご
み
集
積
所
６
４
６
０
箇
所
の

う
ち
、
ア
パ
ー
ト
の
家
主
な
ど
が

ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た

も
の
は
約
５
０
０
箇
所
、
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
町
内
会
、
自
治
会

が
設
置
し
た
も
の
は
約
１
２
５
０

箇
所
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自

ら
設
置
し
て
い
る
場
合
や
、
町
内

会
、
自
治
会
が
設
置
す
る
と
き
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
会
が
補
助
を

行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ご
み

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
数
は
年
々

増
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
設
置

数
の
増
加
は
そ
の
有
効
性
が
認
識

さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

助
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
前
向

き
な
方
向
性
で
組
み
立
て
ら
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。

　
議
員　
災
害
時
の
防
災
拠
点
施

設
の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
災
害
を
想
定

し
た
新
庁
舎
周
辺
道
路
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
担
う
新
庁
舎
の
周

辺
道
路
は
、
一
時
避
難
所
や
緊
急

車
両
等
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
安

全
確
保
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
狭
い
既
存
道
路
の
拡
幅
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
市
役
所
北
側

の
市
道
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
の
事
業
着
手
に
向
け
、
国
へ
交

付
金
要
望
を
行
う
。
ま
た
、
国
道

６
号
の
迂
回
路
と
な
っ
て
い
る
保

健
セ
ン
タ
ー
山
側
の
市
道
な
ど
、

そ
れ
以
外
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ

い
て
も
、
緊
急
車
両
な
ど
が
通
行

で
き
る
幅
員
拡
幅
の
整
備
に
努
め

た
い
。

　
議
員　
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
学
生
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
調
査

研
究
に
取
り
組
む
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
８
年
間
で
18
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
補
助
金
が

支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
実

績
を
伺
い
た
い
。

　
市
長
公
室
長　
近
年
で
は
、
か

み
ね
動
物
園
の
活
性
化
と
若
い
世

代
の
出
会
い
の
創
出
を
融
合
さ
せ

た
提
案
や
、
日
立
Ｂ
級
グ
ル
メ
と

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
パ
ン
の

考
案
な
ど
、
若
者
な
ら
で
は
の
提

案
が
あ
っ
た
。
平
成
25
年
度
に
提

案
さ
れ
た
「
子
育
て
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ス
ー
パ
ー
店
内

で
学
生
が
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ

と
で
、
親
に
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
企
画

で
あ
り
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い

る
。
活
動
費
は
、
１
グ
ル
ー
プ
３

万
円
が
上
限
で
、
毎
年
度
３
グ

ル
ー
プ
分
の
予
算
を
補
助
金
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。

　
議
員　
本
市
の
待
機
児
童
・
隠

れ
待
機
児
童
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
年
４
月
１

日
現
在
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ

る
が
、
特
定
の
保
育
園
へ
の
入
園

希
望
な
ど
を
理
由
と
す
る
保
留
が

42
名
で
あ
っ
た
。
例
年
、
年
度
途

中
に
入
園
希
望
者
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
６
月
１
日
現
在
で
は
待
機

児
童
が
２
名
、
保
留
が
38
名
で
あ

る
。
　
議
員　
本
市
の
保
育
士
確
保
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
昨
年
度
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
の
下
に

実
施
し
た
保
育
士
復
帰
支
援
研
修

会
に
は
、
保
育
現
場
を
離
れ
て
い

る
有
資
格
者
４
名
が
参
加
し
、
う

ち
１
名
が
市
の
非
常
勤
保
育
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

卒
の
保
育
士
資
格
取
得
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
の
ほ
か
、
市
職
員
募
集
の

Ｐ
Ｒ
動
画
や
採
用
説
明
会
に
お
い

て
、
先
輩
保
育
士
が
や
り
が
い
や

魅
力
を
伝
え
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。
引
き
続
き
、
保
育
士
確
保
に

つ
い
て
様
々
な
方
法
に
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
議
員　
福
祉
作
業
所
利
用
者
の

中
に
は
、
家
族
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
送
迎
が
で
き
な
く
な
り
、
や

む
な
く
施
設
に
入
所
す
る
事
例
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
福
祉
作
業

所
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
、
送

迎
困
難
な
利
用
者
が
通
所
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
送
迎

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
障
害
の
あ
る

方
自
身
が
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
、
通
所
す
る
能

力
や
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
も

就
労
支
援
事
業
の
目
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
人
や
家
族
の
高
齢
化

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
送
迎
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
も
今
後
の
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
利

用
者
が
自
宅
近
く
の
就
労
支
援
施

設
に
通
え
る
体
制
づ
く
り
や
、
複

数
の
作
業
所
に
よ
る
共
同
送
迎
な

ど
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
方
策

を
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
高
齢
者
が
借
家
に
入
居

す
る
際
に
、
行
政
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
が
保
証
人
の
代
行
を
行

う
新
た
な
仕
組
み
を
創
設
で
き
な

い
か
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
保
証
人
が
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
民
間
の
借

家
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
事
例
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
保

証
人
の
役
割
を
担
い
、
民
間
の
借

家
へ
の
入
居
を
支
援
し
て
い
る
ほ

か
、
行
政
が
民
間
の
保
証
機
関
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
な
住
居
の
確
保
を
支
援
す
る

事
例
が
あ
る
が
、
保
証
人
の
業
務

は
、
家
賃
の
債
務
保
証
や
身
元
保

証
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
行

政
が
直
接
関
わ
る
こ
と
は
難
し

い
。
今
後
、
民
間
の
保
証
機
関
と

市
が
連
携
し
た
支
援
策
に
つ
い

て
、
先
進
事
例
な
ど
の
情
報
収
集

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
市
内
に
お
け
る
振
り
込

め
詐
欺
被
害
の
発
生
状
況
と
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
茨
城
県
警
察
で

は
、
平
成
26
年
７
月
か
ら
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
周
知
で
き
る
よ

う
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
名
称
で
注

意
喚
起
を
し
て
い
る
。
日
立
警
察

署
管
内
に
お
け
る
被
害
件
数
は
、

平
成
25
年
の
16
件
に
対
し
、
平
成

27
年
が
27
件
と
増
加
し
て
お
り
、

被
害
者
が
高
齢
者
で
あ
る
割
合
は
、

平
成
27
年
で
74
・
1
％
と
非
常
に

高
い
。
本
市
で
は
、
日
立
警
察
署

や
防
犯
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
市
報
を
活
用
し

た
周
知
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
、
高
齢
者
の
被
害
防
止
対
策

と
し
て
、
訪
問
に
よ
る
被
害
防
止

チ
ラ
シ
の
配
布
や
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
講
話
、
寸
劇
を
交
え
た

防
犯
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
行

政
放
送
な
ど
を
活
用
し
て
新
た
な

手
口
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
た
い
。

福
祉
作
業
所
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
の
住
居
確
保
の

支
援
策

待
機
児
童
の
解
消
と

保
育
士
確
保

一般質問一般質問
　一般質問とは、議案に関係なく市政全般について、市長な
ど執行部の考え、方針などを聞くことです。
　６月定例会では、９人の議員が６月６日・７日に一般質問を
行いました。その質問と答弁を要約して、一部を掲載いたし
ます。
　なお、掲載は抽選により決定した発言順としています。

日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成できることになって
おり、議会だよりでは、３人未満の場合は、無会派と表示しています。

大
曽
根
勝
正 

議
員

（
無
会
派
）

下
山
田
幹
子 

議
員

（
公
明
党
）

伊
藤
智
毅 

議
員

（
ひ
た
ち
未
来
）

高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
の
取
組

小
林
真
美
子 

議
員

（
無
会
派
）
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太平洋が一望できるJR日立駅東口

す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
精
神
的
に

疲
弊
す
る
方
が
多
く
出
る
な
ど
、

妊
産
婦
に
対
す
る
ケ
ア
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。
本
年
4
月
に
起

こ
っ
た
熊
本
地
震
で
も
同
じ
問
題

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
妊
産
婦
に

配
慮
し
た
福
祉
避
難
所
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
設
置
に

つ
い
て
、
市
内
の
看
護
専
門
学
校

な
ど
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
検

討
を
進
め
、
避
難
所
の
運
営
体
制

を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
本
市
で
は
駅
ご
と
に
市

街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の

特
性
を
い
か
し
た
多
極
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
が
、そ
の
中
核
と
な
る
日
立

駅
前
地
区
の
特
色
あ
る
拠
点
形
成

化
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
今
年
度
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
を
行
う
中
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の

公
共
交
通
に
よ
る
地
域
間
連
携
を

進
め
、
都
市
機
能
を
高
め
て
い
く

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め
、
更
な

る
集
約
型
市
街
地
の
形
成
を
図
っ

て
い
く
。
日
立
駅
前
地
区
に
つ
い

　
議
員　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
が
、
産

前
産
後
の
女
性
や
新
生
児
を
受
け

入
れ
る
福
祉
避
難
所
を
医
師
会
な

ど
と
の
協
定
で
開
設
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、
妊
産
婦
や
新
生
児

の
命
を
災
害
か
ら
守
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
妊
産
婦
に
配
慮
し
た

福
祉
避
難
所
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
は
、
十
分
な
生
活
環
境
が

必
要
と
な
る
妊
産
婦
が
、
感
染
症

に
対
す
る
不
安
や
乳
幼
児
の
泣
き

声
が
他
の
避
難
者
の
迷
惑
に
な
る

な
ど
の
理
由
か
ら
避
難
所
で
過
ご

て
は
、
眼
下
に
広
が
る
海
の
大
パ

ノ
ラ
マ
を
い
か
し
た
拠
点
形
成
に

資
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
議
員　
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
は
、
ご
み
散
乱
対
策
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
価
格
が
高

い
こ
と
か
ら
普
及
が
進
ん
で
い
な

い
。
負
担
軽
減
策
と
し
て
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
で
き
な
い
か
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

　
生
活
環
境
部
長　
市
内
の
燃
え

る
ご
み
集
積
所
６
４
６
０
箇
所
の

う
ち
、
ア
パ
ー
ト
の
家
主
な
ど
が

ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た

も
の
は
約
５
０
０
箇
所
、
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
町
内
会
、
自
治
会

が
設
置
し
た
も
の
は
約
１
２
５
０

箇
所
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自

ら
設
置
し
て
い
る
場
合
や
、
町
内

会
、
自
治
会
が
設
置
す
る
と
き
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
会
が
補
助
を

行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ご
み

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
数
は
年
々

増
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
設
置

数
の
増
加
は
そ
の
有
効
性
が
認
識

さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

助
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
前
向

き
な
方
向
性
で
組
み
立
て
ら
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。

　
議
員　
災
害
時
の
防
災
拠
点
施

設
の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
災
害
を
想
定

し
た
新
庁
舎
周
辺
道
路
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
担
う
新
庁
舎
の
周

辺
道
路
は
、
一
時
避
難
所
や
緊
急

車
両
等
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
安

全
確
保
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
狭
い
既
存
道
路
の
拡
幅
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
市
役
所
北
側

の
市
道
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
の
事
業
着
手
に
向
け
、
国
へ
交

付
金
要
望
を
行
う
。
ま
た
、
国
道

６
号
の
迂
回
路
と
な
っ
て
い
る
保

健
セ
ン
タ
ー
山
側
の
市
道
な
ど
、

そ
れ
以
外
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ

い
て
も
、
緊
急
車
両
な
ど
が
通
行

で
き
る
幅
員
拡
幅
の
整
備
に
努
め

た
い
。

　
議
員　
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
学
生
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
調
査

研
究
に
取
り
組
む
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
８
年
間
で
18
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
補
助
金
が

支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
実

績
を
伺
い
た
い
。

　
市
長
公
室
長　
近
年
で
は
、
か

み
ね
動
物
園
の
活
性
化
と
若
い
世

代
の
出
会
い
の
創
出
を
融
合
さ
せ

た
提
案
や
、
日
立
Ｂ
級
グ
ル
メ
と

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
パ
ン
の

考
案
な
ど
、
若
者
な
ら
で
は
の
提

案
が
あ
っ
た
。
平
成
25
年
度
に
提

案
さ
れ
た
「
子
育
て
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ス
ー
パ
ー
店
内

で
学
生
が
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ

と
で
、
親
に
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
企
画

で
あ
り
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い

る
。
活
動
費
は
、
１
グ
ル
ー
プ
３

万
円
が
上
限
で
、
毎
年
度
３
グ

ル
ー
プ
分
の
予
算
を
補
助
金
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。

　
議
員　
本
市
の
待
機
児
童
・
隠

れ
待
機
児
童
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
年
４
月
１

日
現
在
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ

る
が
、
特
定
の
保
育
園
へ
の
入
園

希
望
な
ど
を
理
由
と
す
る
保
留
が

42
名
で
あ
っ
た
。
例
年
、
年
度
途

中
に
入
園
希
望
者
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
６
月
１
日
現
在
で
は
待
機

児
童
が
２
名
、
保
留
が
38
名
で
あ

る
。
　
議
員　
本
市
の
保
育
士
確
保
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
昨
年
度
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
の
下
に

実
施
し
た
保
育
士
復
帰
支
援
研
修

会
に
は
、
保
育
現
場
を
離
れ
て
い

る
有
資
格
者
４
名
が
参
加
し
、
う

ち
１
名
が
市
の
非
常
勤
保
育
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

卒
の
保
育
士
資
格
取
得
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
の
ほ
か
、
市
職
員
募
集
の

Ｐ
Ｒ
動
画
や
採
用
説
明
会
に
お
い

て
、
先
輩
保
育
士
が
や
り
が
い
や

魅
力
を
伝
え
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。
引
き
続
き
、
保
育
士
確
保
に

つ
い
て
様
々
な
方
法
に
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
議
員　
福
祉
作
業
所
利
用
者
の

中
に
は
、
家
族
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
送
迎
が
で
き
な
く
な
り
、
や

む
な
く
施
設
に
入
所
す
る
事
例
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
福
祉
作
業

所
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
、
送

迎
困
難
な
利
用
者
が
通
所
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
送
迎

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
障
害
の
あ
る

方
自
身
が
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
、
通
所
す
る
能

力
や
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
も

就
労
支
援
事
業
の
目
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
人
や
家
族
の
高
齢
化

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
送
迎
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
も
今
後
の
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
利

用
者
が
自
宅
近
く
の
就
労
支
援
施

設
に
通
え
る
体
制
づ
く
り
や
、
複

数
の
作
業
所
に
よ
る
共
同
送
迎
な

ど
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
方
策

を
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
高
齢
者
が
借
家
に
入
居

す
る
際
に
、
行
政
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
が
保
証
人
の
代
行
を
行

う
新
た
な
仕
組
み
を
創
設
で
き
な

い
か
伺
い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
保
証
人
が
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
民
間
の
借

家
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
事
例
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
保

証
人
の
役
割
を
担
い
、
民
間
の
借

家
へ
の
入
居
を
支
援
し
て
い
る
ほ

か
、
行
政
が
民
間
の
保
証
機
関
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
な
住
居
の
確
保
を
支
援
す
る

事
例
が
あ
る
が
、
保
証
人
の
業
務

は
、
家
賃
の
債
務
保
証
や
身
元
保

証
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
行

政
が
直
接
関
わ
る
こ
と
は
難
し

い
。
今
後
、
民
間
の
保
証
機
関
と

市
が
連
携
し
た
支
援
策
に
つ
い

て
、
先
進
事
例
な
ど
の
情
報
収
集

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
議
員　
市
内
に
お
け
る
振
り
込

め
詐
欺
被
害
の
発
生
状
況
と
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
茨
城
県
警
察
で

は
、
平
成
26
年
７
月
か
ら
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
周
知
で
き
る
よ

う
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
名
称
で
注

意
喚
起
を
し
て
い
る
。
日
立
警
察

署
管
内
に
お
け
る
被
害
件
数
は
、

平
成
25
年
の
16
件
に
対
し
、
平
成

27
年
が
27
件
と
増
加
し
て
お
り
、

被
害
者
が
高
齢
者
で
あ
る
割
合
は
、

平
成
27
年
で
74
・
1
％
と
非
常
に

高
い
。
本
市
で
は
、
日
立
警
察
署

や
防
犯
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
市
報
を
活
用
し

た
周
知
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
、
高
齢
者
の
被
害
防
止
対
策

と
し
て
、
訪
問
に
よ
る
被
害
防
止

チ
ラ
シ
の
配
布
や
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
講
話
、
寸
劇
を
交
え
た

防
犯
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
行

政
放
送
な
ど
を
活
用
し
て
新
た
な

手
口
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問

妊
産
婦
に
配
慮
し
た

福
祉
避
難
所

日
立
駅
前
地
区
の

特
色
あ
る
拠
点
化
形
成

添
田
絹
代 

議
員（

公
明
党
）

瀬
谷
幸
伸 

議
員

（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

購
入
費
用
助
成

新
庁
舎
周
辺
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

粕
谷
　
圭 

議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

吉
田
修
一 

議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

石
井
仁
志 

議
員

（
ひ
た
ち
未
来
）

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
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日
立
市
議
会
で
は
、「
開
か
れ
た

議
会
」、「
市
民
に
分
か
り
や
す
い

議
会
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、
全
議
員
が
４
班
に
分
か
れ
、

５
月
14
日
（
土
）、
21
日
（
土
）

の
午
後
２
時
か
ら
、
市
内
８
会
場

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
は
２
部
構
成
で
行
い
、

第
１
部
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年

度
日
立
市
予
算
の
特
徴
点
や
各
常

任
委
員
会
で
の
審
議
内
容
を
中
心

に
報
告
し
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
第
２
部
に
お
い
て
は
、

議
会
が
進
め
て
い
る
議
会
活
性
化

の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
会
場
の
合
計
で
、
１
３
３
名

の
市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
を
い
た

だ
き
、
１
２
０
件
に
及
ぶ
貴
重
な

ご
意
見
等
を
賜
り
ま
し
た
。ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
催

方
法
や
内
容
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
質
問
に
つ

い
て
は
、
議
会
内
で
内
容
を
整
理

し
た
上
で
、
10
月
20
日
号
の
議
会

だ
よ
り
及
び
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・豊浦交流センター
・宮田交流センター
・諏訪交流センター
・大みか交流センター

多くの市民の皆様にご来場いただき、誠にありがとうございました。

議会報告会を開催!!第1回

・田尻交流センター
・中小路交流センター
・河原子交流センター
・久慈川日立南交流センター

14
5

土
21
5

土

内　容 　　　  議会報告
平成28年度日立市予算の概要について

　　　  意見交換会
議会活性化の取組について

第１部 第２部
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傍 聴 者 の 声
真剣な質疑応答に感動

この度、娘たちと一緒に、初めて市議会の一般質問を傍聴さ
せていただきました。質問の内容は、ごみ回収ボックスの設置
と、ごみの分別や減量化についてで、私たちには身近な問題で
あり、分かりやすい内容でした。市民の代表である議員の方々
が、住みよいまちづくりのために市民の声を真剣に聞き、その
声を行政に届けてくれている姿に大変感動いたしました。そし
て、その声に対して、執行部の方が改善につながるように深く
考えられ、答弁されていることが伝わってきました。
ごみの分別や減量化など、自分でできることはたくさんあり
ます。小さなことではありますが、私たちのまちのために、で
きることから始めてみようと思いました。初めての傍聴という
こともあり少し緊張しましたが、有意義な時間を過ごすことが
できました。また機会がありましたら、知人を誘って傍聴した
いと思います。

議 会 日 誌議 会 日 誌
（4月～6月）

●4月
15日：県北市議会議長会
19日：茨城県市議会議長会
26日：関東市議会議長会

●5月
９～10日：新庁舎建設特別委員会行

政視察
14日：議会報告会（豊浦、宮田、諏訪、

大みかの各交流センター）
18日：日立市基本計画特別委員会
19日：総務産業委員会、教育福祉委

員会、環境建設委員会
20日：新庁舎建設特別委員会
21日：議会報告会（中小路、河原子、

久慈川日立南、田尻の各交流
センター）

23～25日：環境建設委員会行政視察
26日：議会運営委員会
30日：議会運営委員会
31日：全国市議会議長会

●6月
２日：第２回市議会定例会開会（議

案説明）、議会運営委員会
６日：本会議（一般質問）、議会運営

委員会
７日：本会議（一般質問）
８日：本会議（議案質疑、委員会付

託）、議会報編集委員会
９日：総務産業委員会、教育福祉委

員会、環境建設委員会
13日：幹線道路整備促進特別委員会
14日：新庁舎建設特別委員会
15日：日立市基本計画特別委員会
16日：議会運営委員会
17日：総務産業委員会、環境建設委

員会、第２回市議会定例会閉
会（各委員長報告、討論、表決）

20～21日：日立市基本計画特別委員
会行政視察

※この「日立市議会だより」は再生紙を使用しています。

 9月1日㈭ 開会
 5日㈪ 一般質問、議会運営委員会
 6日㈫ 一般質問
 7日㈬ 議案質疑、決算審査特別委員会
 8日㈭ 常任委員会
 9日㈮ 常任委員会
 12日㈪ 幹線道路整備促進特別委員会
 13日㈫ 新庁舎建設特別委員会
 14日㈬ 日立市基本計画特別委員会
 15日㈭ 決算審査特別委員会
 16日㈮ 決算審査特別委員会
 20日㈫ 決算審査特別委員会
 21日㈬ 決算審査特別委員会
 23日㈮ 決算審査特別委員会
 26日㈪ 決算審査特別委員会
 27日㈫ 議会運営委員会
 28日㈬ 閉会
※日程は都合により変更になる場合があります。

田尻町　後藤　洋子

9月定例会の予定

※本会議の会議録は、ホームページのほか、市役所公文書公開室、市立図書館でご覧いただ
　けます。なお、今定例会の会議録は、８月下旬に発行する予定です。

議会を傍聴しませんか
　本会議と委員会は、どなた
でも傍聴することができます。
　本会議を傍聴するときは議
場傍聴席入口で、委員会を傍
聴するときは議会事務局で、
受付簿に氏名・住所などを記
入してください。傍聴席は先
着順で、議場に42席、各委員
会席に5席です。

議会中継のご案内
９月定例会中に行われる一般質問【５日（月）・６日（火）】の生中継を予定しています。

市役所庁舎案内図

ケーブルテレビ 

ホームページ

JWAY（11ch）で生中継
ＦＭラジオ
ＦＭひたち（８２．２ＭＨｚ）で生中継

インターネット生中継と録画放送
※録画放送は、会議の日の約１週間後から視聴できます。

検　索検　索日立市議会

国
道
６
号

至いわき

至水戸

第2庁舎

新庁舎
建設工事中

第5
庁舎

駐車場

駐車
場

駐車場

第
１
庁
舎

第
３
庁
舎

第
４
庁
舎

議場

傍聴席入口（4階）

議会事務局（3階）
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